
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係 

☎
２
６-

５
７
２
８

　
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

全
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
収
入
の
な

い
学
生
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料

の
納
付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
申
請
の
で
き
る
期
間
は
、
２
年
１
か

月
前
ま
で
で
す
。
納
付
が
困
難
で
申
請

が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
／
納
期
限
の
翌
々
年
の
同
日

ま
で
（
納
期
限
は
、
保
険
料
納
付
対
象

月
の
翌
月
末
で
す
が
、
納
期
限
が
休
日

の
場
合
は
、
次
の
平
日
が
納
期
限
に
な

り
ま
す
）

　
学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
承
認
さ
れ

た
期
間
は
、
万
が
一
け
が
や
病
気
で
障

害
年
金
等
級
表
１
級
・
２
級
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
、保
険
料
が
未
納
で
あ
っ

た
た
め
に
障
害
基
礎
年
金
を
請
求
で
き

な
く
な
る
こ
と
が
防
げ
ま
す
。

　
ま
た
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
必
要
な
資
格
期
間
に
も
計
算
さ
れ

ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期
間

は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
年
金
額
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
は
保
険
料
を
「
追
納
」
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
特
例
を
受
け
て

か
ら
10
年
以
内
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
古
い

順
か
ら
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

３
年
度
目
以
降
は
当
時
の
保
険
料
に
一

定
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

余
裕
が
生
じ
た
場
合
は
、
早
め
に
追
納

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
追
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
基
礎
年

金
番
号
の
分
か
る
も
の
（
納
付
書
な

ど
）、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
住
民
登
録

を
し
て
い
る
市
区
町
村
窓
口
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
追
納
さ
れ
た
保
険
料
は
全
額
、
所
得

税
・
住
民
税
の
所
得
控
除
（
社
会
保
険

料
控
除
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所
得
控
除
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
ま
た
は
、
お
手

持
ち
の
領
収
書
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
学
生

　
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
期
間
の
前
年

所
得
が
１
１
８
万
円
以
下
で
、大
学（
大

学
院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
、

一
部
の
海
外
大
学
日
本
分
校
（
夜
間
部
、

定
時
制
課
程
、通
信
制
課
程
を
含
む
）に

在
学
ま
た
は
在
籍
し
て
い
た
学
生
本
人
。

●
申
請
手
続

受
付
窓
口
／
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市

区
町
村
の
窓
口
▼
申
請
書
類
な
ど
／
年

金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
分
か

る
も
の（
納
付
書
な
ど
）、
現
在
学
生
の

方
は
、
学
生
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
学

生
証（
コ
ピ
ー
の
場
合
は
両
面
）ま
た
は

在
学
証
明
書
、
卒
業
し
て
学
生
証
の
な

い
方
は
、
在
籍
（
期
間
）
証
明
書
、
印

鑑
（
本
人
自
署
の
場
合
は
押
印
不
要
）、

会
社
を
退
職
し
て
学
生
に
な
っ
た
方
は
、

退
職
を
確
認
で
き
る
書
類
、
同
一
世
帯

の
方
が
代
理
で
申
請
す
る
場
合
は
、
代

理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

◆
在
学
中
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

前
年
の
申
請
が
承
認
さ
れ
、
在
学
予
定

期
間
が
把
握
で
き
る
方
に
は
、
申
請
の

翌
年
度
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
は
が

き
形
式
の
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

申
請
が
承
認
さ
れ
る
と

社
会
人
に
な
っ
た
ら「
追
納
」を

お
勧
め
し
ま
す

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度

を
は
じ
め
ま
し
た

●
お
問
い
合
わ
せ
／
中
央
図
書
館

☎
２
４-

２
９
９
６

　
図
書
館
で
は
「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制

度
実
施
基
準
」
に
よ
り
ス
ポ
ン
サ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
の
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し

て
い
る
雑
誌
の
購
入
費
用
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
雑
誌
の
最
新
号
の
表

裏
面
に
広
告
を
掲
載
す
る
制
度
で
す
。

受
付
期
間
／
随
時

契
約
期
間
／
原
則
１
年
間

募
集
対
象
／
企
業
、
商
店
、
組
合
な
ど

（
個
人
は
対
象
外
）

費
用
／
図
書
館
に
設
置
し
て
い
る
雑
誌

か
ら
、
ス
ポ
ン
サ
ー
が
選
ん
だ
雑
誌
の

１
年
間
の
購
入
費
用

広
告
の
規
格
／
表
面
は
、
下
部
部
分
に

縦
４
㌢
×
横
13
㌢（
以
内
）で
ス
ポ
ン
サ

ー
名
を
表
示
し
、
裏
面
は
ス
ポ
ン
サ
ー

が
作
成
し
た
広
告
を
掲
示

申
し
込
み
／
中
央
図
書
館
へ

部分に広告を掲載

（表） （裏）
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本
市
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え

て
お
困
り
の
方
に
対
し
、
専
門
の
職
員

が
相
談
に
応
じ
、
一
人
ひ
と
り
の
悩
み

に
寄
り
添
い
、
課
題
解
決
へ
向
け
て
一

緒
に
考
え
、支
援
を
行
う「
生
活
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
さ
か
た
」を
開
設
し
ま
し
た
。

開
設
日
／
月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）
▼
場
所
／
酒
田
市
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
（
新
橋
二
丁
目
）
▼

相
談
員
／
主
任
相
談
員
、
相
談
員
、
就

労
支
援
員
▼
費
用
／
無
料
▼
相
談
受
け

付
け
／
☎
２
５-

０
３
５
０
、
5
２
４-

６
２
９
９
、
Ｅ
メ
ー
ルjiritsu@
saka 

ta-shakyo.or.jp

　
工
事
に
着
手
す
る
前
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
者
／
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
市
内
の
補
助
対
象
住
宅
の
所
有
者
、

ま
た
は
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
賃

貸
借
契
約
を
結
ん
だ
空
き
家
の
借
主
で

工
事
に
関
し
て
貸
主
（
個
人
に
限
る
）

の
承
諾
を
得
て
い
る
こ
と 

②
補
助
対

象
住
宅
に
現
在
居
住
、
ま
た
は
実
績
報

告
ま
で
に
居
住
す
る
こ
と 

③
補
助
対

象
工
事
に
つ
い
て
国
・
山
形
県
・
本
市

の
他
の
補
助
制
度
を
重
複
利
用
し
て
い

な
い
こ
と
（
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
と

の
併
用
不
可
） 

④
市
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
こ
と 

⑤
平
成
28
年
2
月
29
日
ま

で
に
実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
こ
と 

⑥
酒
田
市
暴
力
団
排
除
条
例
に
規
定
す

る
暴
力
団
員
な
ど
で
は
な
い
こ
と

対
象
工
事
／
次
の
全
て
の
項
目
に
該
当

す
る
工
事 

①
住
宅
の
質
の
向
上
を
図

る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
（
部
分
補
強
、

省
エ
ネ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
酒
田
産
木

材
使
用
、
克
雪
、
三
世
代
同
居
）
を
含

み
、
補
助
対
象
工
事
費
用
の
合
計
が
25

万
円
以
上
で
あ
る
こ
と 

②
現
在
の
住

宅
が
建
築
基
準
法
令
に
違
反
し
て
い
な

い
こ
と
（
違
反
部
分
を
現
行
法
令
に
適

合
す
る
よ
う
に
是
正
す
れ
ば
対
象
に
な

る
が
、
そ
の
工
事
費
は
補
助
対
象
外
） 

③
過
去
に
こ
の
事
業
に
よ
る
補
助
を
受

け
て
い
な
い
こ
と 

④
市
内
業
者
に
よ

る
施
工
で
あ
る
こ
と

補
助
額
／
補
助
対
象
工
事
費
用
の
２
割

以
内
、
か
つ
、
５
万
円
か
ら
40
万
円
ま

で
の
範
囲
（
１
万
円
未
満
の
端
数
切
捨

て
）。
た
だ
し
酒
田
産
木
材
を
３
立
方

㍍
以
上
使
用
す
る
場
合
、
ま
た
は
空
き

家
を
活
用
す
る
場
合
は
、
上
限
額
の
引

き
上
げ
あ
り
。
ま
た
三
世
代
世
帯
、
子

育
て
世
帯
、
新
婚
世
帯
、
県
外
か
ら
の

移
住
世
帯
は
、
補
助
率
引
き
上
げ
お
よ

び
上
限
額
の
引
き
上
げ
あ
り

交
付
時
期
／
市
の
工
事
完
了
検
査
に
合

格
後

受
け
付
け
／
４
月
20
日
㈪
〜
市
役
所
３

階
建
築
課
確
認
審
査
係
で
先
着
順
に
受

け
付
け
（
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
締

め
切
り
）

◆
必
要
な
書
類
な
ど
詳
し
く
は
同
課
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
27
年
度
の
他
の
補
助
制
度
を
重

複
利
用
す
る
場
合
は
、
補
助
金
額
を
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み

の
際
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
か
た

を
開
設
し
ま
し
た

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
福
祉
課
福
祉
援
護
係 

☎
２
６-

５
７
３
０
、

社
会
福
祉
法
人
酒
田
市
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
２
３-

５
７
６
５

酒
田
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

総
合
支
援
補
助
金

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
建
築
課
確
認
審
査
係 

☎
２
６-

５
７
４
９

◆生活自立支援センターさかた
（新橋二丁目1-19 酒田市地域福祉センター内）

ヤマザワ●

不二家●

●
JA庄内みどり国

道
７
号

新
井
田
川

〕〔
〕〔

◎こんなことで困っていたり、悩んでい
たりしませんか？一緒に考え支援します

【仕事のこと】仕事が見つからない。仕
事が続かない。仕事を探そうと思うが、
何から始めたら良いのか分からない。
失業・リストラなどで生活に行き詰まっ
ているなど
【生活のこと】今日食べるものがない。
家賃が払えない。生活に困っているが、
周りに頼る人がいない。引きこもりなど
で将来が不安だ。子育てや介護で十分
に働けず経済的に苦しい。どこに相談し
たらよいか分からないなど
【家計のこと】借金の返済が多く、生活
が苦しい。公共料金や家賃が払えない。
収入と支出のバランスが崩れているな
ど
【健康のこと】病気になってしまった。障
がいやこころの病気で働けず生活に困
っているなど

セレモニー
ホール最上●

11 市政ピックアップ ［私の街さかた 2015.4.1］


